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１　はじめに

　ノシバやコウライシバのような暖地型芝草は冬

期には葉が枯れてしまいますが，これは日本の冬

の芝生として見なれた極一般的な情景であり，

ゴールデンターフとも呼ばれ，これはこれで奇麗

なものです。しかし，ゴルフ場では通年同じよう

なターフコンディションでプレーできることが要

望されていることもあり，寒地型の芝生を‘ウイ

ンターオーバーシーディング’することが，他の

コースとの区別性と美観上からも注目される技術

であり，徐々に普及してきています。近年は東北

においても，その使用期間は関東以西のコースに

比較して短期間となりますが，一部のコースでウ

インターオーバーシーディングをとり入れるゴル

フ場も見うけられます。このような中で，成功の

可否を左右するポイントの一つである，寒地型芝

草の品種についての認識はまだまだ低い事も実状

です。

　そこで今回はウインターオーバーシーディング

の考え方と，使用される品種と管理の概要をご紹

介します。既にウインターオーバーシーディング

（以下ＷＯＳという）を行っているコースや今後

新たに計画しているコースの管理の中で参考にな

れば幸いと思います。

２　ウインターオーバーシーディングとは

　ＷＯＳは「冬期に葉が枯れてしまうノシバ，コ

ウライシバのような暖地型芝草が休眠する前の９

～１０月頃に，寒地型芝草を播種し，冬期間これを

利用する技術」です。そして翌年の４月以降は徐々

に暖地型芝草の生育を促進し，梅雨～夏の時期に

は再び暖地型芝草の芝生とします。したがって，

‘暖地型芝草と寒地型芝草のリレー栽培によるエ

バーグリーン化’ともいえます（図１）。

�

１）　メリット

①暖地型芝草の保護：ゴルフは休眠している暖地

型芝草の上でも行われることから，プレーヤーの

スパイクによる踏圧によって芝生が擦り切れるこ

とが多々あります。しかし，ＷＯＳをすることで

冬期間に生育している寒地型芝草が，休眠してい

る暖地型芝草を保護することから，ＷＯＳをしな

い場合に比較して，擦り切れからの被害を少なく

することができます。

②冬期間の排水改善：ＷＯＳされた寒地型芝草は，

冬でも雨水を根から吸収し，葉から蒸散

すると共に，根の伸長によって水の浸透

を改善することから，土壌のぬかるみの

軽減にもつながります。

③景観のアップ：休眠している暖地型芝

草と緑の寒地型芝草のコントラストは奇

麗であり，そのコースのイメージアップ

につながります。

３　ウインターオーバーシーディングの
メリットとデメリット

ゴルフ場におけるウインターオーバーシーディング技術�
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図１　ウインターオーバーシーディングの形態
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２）　デメリット

①毎年秋の播種作業を始め，年間を通じた芝生管

理作業が必要になります。

②春～初夏にかけて，ＷＯＳした寒地型芝草から

暖地型芝草への切り替え作業（更新作業）を集

中して行わなければなりません。

③暖地型芝草と寒地型芝草の生育特性を十分理解

し，適切な管理をすることが必要です。

４　ウインターオーバーシーディングのポイント

　ＷＯＳは前述したように暖地型芝草と寒地型芝

草のリレー栽培です。暖地型芝草と寒地型芝草は

基本的に生育適温等の生育特性が全く異なり，そ

の特性を理解し，上手に利用することが成功させ

る大きなポイントとなります（図２）。

�品種選定：ＷＯＳに使用する寒地型芝草に望ま

れる特性は，下記の３点があげられます。

①発芽・初期生育が早い。

　　播種期が９月中旬から１０月中～下旬にかけて

の１～１．５か月の短期間であることから，播種した

種子は速やかに発芽し，その後の生育も早いこと

が必要です。

②春の暖地型芝草への移行（トランジッション）

が速やかである。

　４～５月は寒地型の芝草の生育が旺盛になる時

期です。しかし，暖地型芝草の新芽もふく時期

（萌芽期）でもありますから，この時期の寒地型

芝草の生育が余りにも旺盛ですと

暖地型芝草の萌芽を抑制すること

になり，その後の暖地型芝の密度が

低くなってしまうことにもつなが

ります。したがって，播種する寒地

型芝草は４月以降の生育が緩慢に

なり，かつ，密度が低下する品種が

望まれ，いかに適正な管理をしたと

してもこのような特性を持ち合わ

せない品種を選定すると，結果的に

ＷＯＳが成功しないこともありま

す。

③芝質が良い。

　一般的に芝生としての評価は見

た目の芝質の良否によって決定し，

品種を選定する上では優先する形質です。しかし，

ＷＯＳに関しては前述の①，②の特性をクリアし

た上で，芝質を問う事になり，いくら芝質が良く

ても暖地型芝草の生育を阻害するような品種はＷ

ＯＳには適さない品種であるといっても過言では

ありません。

�品種特性

　以下に当社で試験を行いＷＯＳに適すると判断

され，各地で好評を得ている品種について特性を

記載します。

①「フェアウェイ」アニュアルライグラス

　フェアウェイは発芽と初期生育が早く，春期の

トランジッションが速やかに行われ，暖地型芝草

の萌芽とその後の生育を阻害することはありませ

ん。ペレニアルライグラスに比較すると芝質は粗
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図２　暖地型芝生と寒地型芝生の生育パターンと主な栽培地域の比較

写真１　ウインターオーバーシーディング用品種の選

定試験の状況

・トランジッションに影響を与える耐暑性には大きな品
種間差があり、ＷＯＳにおける品種選定の重要度がわ
かります。 　　　　　　　　　　 （当社千葉研究農場）
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いものの，ＷＯＳを実施するには使いやすい品種

です。

②「ビビットグリーン」ペレニアルライグラス

　現在販売されているペレニアルライグラスの品

種のほとんどは耐暑性，耐病性が強く，越夏性に

優れる品種が多くなっています。このような品種

をＷＯＳに使用した場合には，春期移行のトラン

ジッションがスムーズに行われず，暖地型芝草の

生育と密度に大きなダメージを与えるのは必至で

す。しかし，ペレニアルライグラスは芝質が良い

点から近年のウインターオーバーシーディングで

多く利用される草種でもあります。ビビットグ

リーンは市販されているペレニアルライグラスの

中では耐暑性に劣り，４月以降の密度低下も他の

品種に比較すると速やかに進む特性をもつことか

ら，暖地型芝草の生育への影響の少ない唯一のＷ

ＯＳ専用のペレニアルライグラスといえます。

③「バークラウン」チューイングフェスク

　バークラウンの葉は非常に細く，低刈り適性に

優れる品種です。繊細な芝生を形成することから，

ペレニアルライグラスの「ビビットグリーン」や

「ＡＰＭ」「アクセント」等との混播で利用できま

す。

④「ＡＰＭ」「アクセント」（新品種）ペレニアル

ライグラス

　ＡＰＭ，アクセントは耐病性，耐暑性に優れる

品種ですので，コースのフェアウェイでトラン

ジッションを行うＷＯＳでは使用は控えます。し

かし，ゴルフ場のティグラウンドやティフトング

リーンのような低刈りを要求する場所へＷＯＳを

する場合は，低刈り抵抗性の優れるこれらの品種

を使用することは有効な手段です。

�草種，品種の実際の使用方法

　各草種，品種の特性を十分理解した上で，ＷＯ

Ｓの目的と実際の播種場面に応じて，どの品種を

播種するかを決めます。さらに前述したように品

種によって各々特徴があることから，その目的を

達成するためには単播と合わせて混播も念頭に置

いて考えることを勧めます。

【目的別の播種設計（例）】

　①トランジッションを最重視し，芝質は重要視

しない場合：フェアウェイの単播。

　　フェアウェイ　２０～６０ｇ／㎡

　②トランジッションに加え芝質も重視する場

合：ビビットグリーンの単播。

　　ビビットグリーン　３０～６０ｇ／㎡

　③上記①，②の中間：フェアウェイとビビット

グリーンの混播（割合）

　　ビビットグリーン　５０～７５％（重量比）

　　フェアウェイ　　　５０～２５％（重量比）

　　　合計播種量　　　３０～６０ｇ／㎡　　　

　④トランジッションを考えない場合：アクセン

ト，ＡＰＭの単播。

　　アクセント，ＡＰＭ　各 ３々０～６０ｇ／㎡

�ＷＯＳ前の準備

　ＷＯＳは生育中の暖地型芝草の上に，新たに寒

地型芝草の‘タネ’を播種することから，播種時

に一時的に暖地型芝草の生育を抑制することが必

要です。また，播種した種子は，可能な限り土壌

の近くに落ちるようにすることが速やかな発芽と

早期のターフ形成につながり，かつ，冬期間の乾

燥害等のストレスを軽減する意味でも重要です

（次ページ図参照）。 

写真２　ゴルフ場におけるティグラウンドへのＷＯＳ 写真３　ゴルフ場におけるフェアウェイのＷＯＳの状況
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�オーバーシーディング後の施肥

　発芽が確認された時点から直ちに追肥をはじ

め，年内に十分なターフを形成するようにします。

また，年内の追肥量が少ない場合には，ターフ形

成が遅れると共に，冬期の緑度保持にも影響を及

ぼすことがありますので注意が必要です。追肥量

は窒素成分量で２～３ｇ／㎡・回を目安にし，１回

目はリン酸を多めに施肥しますが，その後はリン

酸とカリも窒素と同程度にします。ただし，１回

目の追肥をする時期は年によっては気温が高く，

暖地型芝草の生育が旺盛な場合もありますので，

そのような場合には追肥をやや遅らせることも必

要です。

�トランジッション

　春期の寒地型芝草から暖地型芝草へ上手に切り

替えるポイントは，まず，早春の追肥を極力控え

ることです。やむを得ず追肥をしなければならな

い場合には，液肥等の速効性の肥料を少量使用し，

遅くても３月中に施肥を終わらせます。遅い時期

の追肥は寒地型芝草の生育を過度に促進し，結果

的に暖地型芝草の萌芽とその後の生育を抑制して

しまいます。次に，切り替え時期には通常の刈高

より低く刈り，寒地型芝草の再生力を抑えて密度

の低下を促進させます。そのほかに，浅いバーチ

カルカットやコアリング等の更新作業も有効で

す。

�ベース芝となる暖地型芝草

　ＷＯＳをする際のベースとなる芝の種類も重要

であり，必要とされる特性としては夏季の生育が

旺盛であることはもちろんですが，春の萌芽やそ

の後の再生力が旺盛な事も必要です。現在，主に

使用されているノシバ，コウライシバは春の萌芽

や再生力がやや劣ることから，関東以西の暖地で

ＷＯＳを前提とした場合のベース芝としては，再

生力に優れ，トランジッションがスムーズに行わ

れる，ティフトン芝に代表されるバミューダグラ

スの利用が有効です。しかし，ティフトン芝はス

トロン（栄養茎）のみでの増殖であることから，

植込みに時間を要し，単位時間当たりの施工面積

が限られます。近年はよりティフトン芝の芝質に

近い種子繁殖性のバミューダグラス（品種名「サ

ンデビル�」「ジャックポット」）も開発されてい

ますので，使用場面や条件によってはこれらの品

種の使用もお勧めします。

５　おわりに

　ウインターオーバーシーディングは冬期間‘緑

の芝生’の上でプレーをすることができ，また，

美観も優れます。それだけでなく休眠している暖

地型芝草の上でのスポーツは，芝生が擦り切れる

などの劣化を促進しますが，オーバーシーディン

グをすることによって，寒地型芝草が休眠中の暖

地型芝草の生長点を保護し，これが結果的にベー

スとなっている暖地型芝草の使用（生存）年数を

長くすることにもつながります。

　今回ご紹介したウインターオーバーシーディングの

考え方を理解して頂き，適品種の利用と合せて適

切な管理技術で，ウインターオーバーシーディン

グが普及されると共に，今後なお一層‘緑の芝生’

が広く普及されることを期待して止みません。

土壌にしっかり張った根は
強い苗を作る。�

土壌から離れた根は弱く、
乾燥害等のストレスを受け
やすい。�

※サッチ層；枯れた葉や根が堆積した層�

サッチ層�

①バーチカルモアで過剰なサッチをか
　き出し、スイーパーで除去します。

　④完成　③目土を２～３㎜施用します。　②コアリングをするのも有効です。


